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新 琴 似 西 連 合 町 内 会  

 

 
1） 地区の概要 

新琴似西地区は昭和 34 年頃から農地や住宅地が作られ始め徐々に広がり、現在は８千６

百世帯、人口約１万７千人が暮らしている平地である。地区を流れる安春川は明治 23 年、

開拓の時に作られた人工の川である。17 の単位町内会で清掃活動、排雪、防災訓練を行っ

て暮らしを支えている。また、夏のお祭りやイベントも行っている。 

 
2） 災害リスクと課題 

歴史事実と科学的シミュレーションにより、災害リスクは『地震（これに伴う火災を含む）』

と『風水害』である。 
また、全世界に蔓延する新型コロナウイルス感染症の拡大が予断を許さない状況にあるこ

とから、感染症対策も視野に入れながら計画の作成を進めている。 

 
3） 取組の概要 

計画は過去の災害、特に北海道胆振東部地震を契機に判明した①日頃の防災準備、②災害

時の活動の課題を列挙し、役割を本部と５つの班に分かりやすく分担し、近所の地域住民の

応援も求めることにした。 
地区防災計画本編に加え、計画の内容を簡素化した概要版を作成し、周知に活用すること

とした。 

  

取組みの方針 

「自分たちの地域は自分で守る！」の心構えで、 

災害に強いまちづくりを推し進める 

・東日本大震災及び北海道胆振東部地震の教訓を踏まえ、新琴似西地区の住民が周辺の関係機

関と協力し、また、札幌市の応援も受けて行う『自発的な防災活動』を推進する。 

・災害が発生した直後は、交通が麻痺し、火災の同時多発などにより消防、警察などの防災関

係機関が十分に対応できなかったり、基幹避難所である学校が混乱する可能性もあることか

ら、このような時に力を発揮できる『地域ぐるみの協力体制』を構築する。 

・『自分たちの地域は、自分達で守る』という心構えで、日頃からの近所づきあいに努め、い

ざという時にも助け合える『共に助かるための計画』の策定が重要である。住民の『命』を

最優先に、平時の活動と災害時の活動の両方を踏まえて『災害に強いまちづくり』を推し進

める。 

Ｒ２年度～ 
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4） 地区防災計画の取組状況 

年 月 項 目 内      容 

Ｒ２.６ 防災会議 地区防災計画の説明・地域避難運営について 

Ｒ２.９ 防災会議 地区防災計画の策定について 

Ｒ２.10 地区防災計画に係るモデル地区決定通知 

Ｒ２.10 防災講演会 地区防災計画を作ろう【ご近所力】 

Ｒ２.12 防災会議 地区防災計画配布・講演後の取組 

Ｒ３.２ 防災会議 
地区防災計画の基本方針・自主防災組識図と連絡網・今後３年間

の計画方針検討 

Ｒ３.３ 防災会議 地区防災計画の基本方針・自主防災組織 

Ｒ３.４ 新琴似西連合町内会 地区防災計画の基本方針決定 

Ｒ３.４ 連町役員会議 地区防災計画の基本方針と今後の取組 

Ｒ３.５ 新琴似西連合町内会 令和３年度 自主防災組織図・連絡網を各単町に提出依頼 

Ｒ３.10 防災会議 地区防災計画作成に向けた検討状況 

Ｒ３.11 防災会議 地区防災計画の素案作成について 

Ｒ３.12 防災部長検討会 これまでの結果報告・防災計画案 

Ｒ４.２ 防災会議 地区防災計画のたたき台について 

Ｒ４.７ 防災会議 地区防災計画のたたき台について 

Ｒ４.11 防災会議 地区防災計画について 

Ｒ４.11 双葉町内連絡会 地区防災計画の理解促進（出前講座） 

Ｒ５.３ 新琴似西連合町内会 防災講演会を実施 

Ｒ５.８ 検討会議 地区防災計画について 

Ｒ５.11 地区防災計画ＷＧ 地区防災計画概要版について 

 
5） 取組みの様子 

  

防災講演会 地区防災計画ＷＧ 
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6） 地区防災計画の概要 

新琴似西連合町内会の計画の項目と、計画内容の一部を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

③決め手は【ご近所力】 ②新琴似西地区が取り組む【災害時の活動】 

計画の構成 

・ 基本方針 

・ 新琴似西地区が取り組む 

【平時の活動】 

・ 新琴似西地区が取り組む 

【災害時の活動】 

・ 安否確認の仕組みを整える 

・ 避難誘導の方法について 

・ 避難所の開設と運営 

・ 決め手は【ご近所力】 

・ 今後の検討事項 

・ 【資料編】主な防災活動 

①新琴似西地区が取り組む【平時の活動】 
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④概要版 
※概要版は A３用紙の２つ折り 

計画の説明 

①新琴似西地区が取り組む【平時の活動】 

平時の連町防災本部と単町防災本部の役割や、単町防災本部各班の役割を整理した。 

②新琴似西地区が取り組む【災害時の活動】 

災害時の役割、避難誘導や避難所の運営方法を整理した。 

③決め手は【ご近所力】 

防災講演会でのキーワードを引用し、日常より人間関係を良好にしておくことの大切

さを掲載した。 

④概要版 

全戸配布する目的で計画の概要版を作成した。避難所の位置などを確認できる防災マ

ップを表紙に用いた。内面には、個人での平時の対策や、災害時の連町防災本部と単町

防災本部の役割を、図やイラストで説明した。裏面には安否確認の仕組みや避難の流

れ、ホームページで地区防災計画を閲覧できる QR コードを掲載した。 




